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  2011 年 2 月 3 日（木）－  2 月 16 日（水） 図書館 1 階の展示スペースで  
  『明治期における洋書の受容』と題して、鶴見大学図書館収蔵の準貴重書から  
  調査研究した成果を展示した。本号は展示目録をもとに構成した。  
 
 
明治期における洋書の受容－鶴見大学図書館収蔵  準貴重書の意義－  
                            西洋書誌学担当 池田 早苗  
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1-3. ウィリアム・ニコルソン文・画『アルファベット』        3 年 熊澤 那実  p. 6 
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1-8. ルイス・キャロル『「不思議の国のアリス」と  
     「鏡の国のアリス」』ジョン・テニエル画         3 年 高林 鎌平  
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1-9. ジョナサン・スウィフト『ガリヴァー旅行記』H. バルツァー画  3 年 門馬 明香  p.10 
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2-8. 夏目漱石『心』縮刷版 5 版（東京・岩波書店、1917）       3 年 常盤 真利枝  p.18 
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1 江戸から明治期にかけた書物の形態の大きな変化についての研究は､次のような論文が
見られる：遠藤律子、宮崎紀郞「明治時代の書物の装幀」Bulletin of JSSD, 53.5 (2007): 
69-78; 歌野博「和装本と洋装本」Human Science Research Bulletin, 4 (2005): 1-7; 大沼宜
規「明治期における和装・洋装本の比率調査」『日本出版史料』8 (2003): 126-153; 牧野
正久「年報『大日本帝国内務省統計報告』中の出版統計の解析（下）」『日本出版史料』











































展示 1-1. Robert Browning, Pied Piper of Hamelin, illustrated by Kate Greenaway 
(London: Routledge, [1888]) 
ロバート・ブラウニング『ハーメルンの笛吹き』ケイト・グリーナウェイ画 












ディ（William Charles Macready 1793-1873）の息子のために執筆したと言われて
いる1。この作品は最初、Bells and Pomegranates（1841-46）の第 3 巻（Dramatic 
Lyrics, 1842）に掲載されたことによって世に出ることになった2。つまり、本書




 全 64 ページで、ページ番号は本文が始まる 5 ページ目から付いている。全て
のページに 4 辺の罫線があり、その罫線の中に文章や絵が印刷されているシン














                                                 
1 野口忠男『ロバート・ブラウニング 劇的独白詩への序章』 (東京・開文社出版、1999
年) p.49-50 
2 同上 p.49-50 
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展示 1-2. Samuel Taylor Coleridge, The Rime of the Ancient Mariner, illustrated by 
Gustave Doré; (Philadelphia: Altemus, 1889) 
サミュエル T. コールリッジ『老水夫の詩』ギュスターブ・ドレ画 
3 年 中島 史織 
 
本の大きさ 















 英国の詩人サミュエル・テイラー・コールリッジ（Samuel Taylor Coleridge 
1772-1834）による詩『老水夫行』The Rime of the Ancient Mariner は、同じく詩
人のウィリアム・ワーズワース（William Wordsworth 1770-1850）との共作『抒















展示 1-3. William Nicholson, An Alphabet (London: Heinemann, 1898) 
ウィリアム・ニコルソン文・画『アルファベット』 
3 年 熊澤 那実 
 
























この魅力がつきない本 An Alphabet を見る際には、そのような点にも着目して見
て頂きたいと思う。 
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展示 1-4. Beatrix Potter, The Tailor of Gloucester (London: Warne, 1903) 
ビアトリクス・ポター『グロスターの仕立て屋』          3 年 佐賀 智之 
 
 本書は、著者ビアトリクス・ポターが 1902 年に
私家版として自費出版した後、1903 年に Warne 社
から出版された初版で、作品としては、The Tale of 




































展示 1-5. Beatrix Potter, The Tale of Two Bad Mice (London: Warne, 1904) 









































美訳（東京・ランダムハウス講談社、2007 年）268 ページ 
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展示 1-8. Lewis Carroll, 'Alice's Adventures in Wonderland' and 'Through the 
Looking-Glass, and What Alice Found There', illustrated by John Tenniel (London: 
McMillan, 1911) 
ルイス・キャロル『「不思議の国のアリス」と「鏡の国のアリス」』 
ジョン・テニエル画                                   3 年 高林 鎌平 
 
 本書は、書名からも明らかなように、誰もが一度はその名を聞いたことのあ
る有名なルイス・キャロル（ペンネーム Lewis Carroll, 本名は Charles Lutwidge 
Dodgson 1832-1898)の著した本、Alice's Adventures in Wonderland（1865 年初版）

































展示 1-9. Jonathan Swift, Gulliver's Travels, illustrated by Hans Baltzer (London: 
Constable, 1961) 
ジョナサン・スウィフト『ガリヴァー旅行記』ハンス・バルツァー画 






















る。本書は 305 ｘ 210 x 20 mm と、手にとるとわかるように比較的大きく厚い
本である。176 ページあり、そのうち白紙は１ページである。また挿絵も多く








展示 2-1. 夏目漱石『樣虚集』（東京・大倉書店；服部書店、1906） 
4 年 吉田 隼也 
 
 本書は、夏目漱石が書いた 7 作品をまとめた作品集である。夏目漱石は 1905





書店とあった。大倉書店刊の『我輩は猫である』上篇（1905 年（明治 38 年）
10 月刊）に続いて、漱石にとって 2 冊目の著書となる。 
 『漾虚集』（ようきょしゅう）の初版は 1906 年（明治 39 年）5 月 18 日であ





年（明治 40 年）3 月 10 日に出版されている。 

















展示 2-2. 夏目漱石『鶉籠』（東京・春陽堂、1907） 





































展示 2-3. 夏目漱石『虞美人艸』（東京・春陽堂、1908）    3 年 小林 則仁 
 
 本書は、1908 年（明治 41 年）1














 本文は東京築地活版製造所による活版印刷で 600 頁（1 頁に 13 行、1 行に 33
字）あり、その他に前後の遊び紙と、扉、奥付、広告が 1 枚ずつある。扉は前
部遊び紙の次にあり、一面に楕円形で朱色の意匠がある。そこには「夏目漱石






 本作が東京朝日新聞に連載されたのは 1907 年（明治 40 年）6 月 23 日で、同




















展示 2-4. 夏目漱石『草合』（東京・春陽堂、1908） 




される前に、『野分』は 1907 年 1 月『ホトトギス』（ホトトギス社が発行する俳
句雑誌）に掲載され、『坑夫』は 1908 年 1 月 1 日から 4 月 6 日まで、91 回にわ































展示 2-5. 夏目漱石『門』（東京・春陽堂、1911） 






































展示 2-6. 夏目漱石『硝子戸の中』（東京・岩波書店、1915） 
3 年 栗田 恭平 
 
 『硝子戸の中』は、『心』と『道草』の間に書かれた夏目漱石最後の随筆で、
本書はその初版である。1915 年（大正 4 年）1 月 13 日から 2 月 23 日にかけて














































40 年 6 月 27 日印刷、明治 44 年 7 月 2 日発行、発行所




































展示 2-8. 夏目漱石『心』縮刷版 5 版（東京・岩波書店、1917） 
3 年 常盤 真利枝 
 
 本作品の初版は、1914 年の 9 月である。準貴重書室には、縮刷 5 版が収蔵さ




























                                                 
1 今西順吉『「心」の秘密－漱石の挫折と再生』（東京・トランスビュー、2010 年）p. 348 
2 同上 

























           目録裏表紙 
 20
 
展示  1-3. An Alphabet 
展示  1-4. 1-5. Potter 
展示  2-5. 門  
展示  2-8. 心  
